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TWO CASES OF BENIGN PAPILLOMA OF THE MALE  URETHR  A
            Hiroshi SAKAGUCHI 
From the Department of Urology, Sakai Municipal Hospital 
            (Chief: Dr. H. Sakaguchi)
   Two cases of benign papilloma in the male urethra are reported herein. The first case 
was a 27-year-old man who complained of miction pain. A pea-sized papillary tumor was 
found in his external urethral meatus. Urethrocystogram revealed no abnormal findings. 
He was treated with simple excision and electrofulguration of the tumor and experienced no 
recurrence of the tumor up to now. The other case was a 24-year-old man who complained 
of tumor-formation in his distal urethra. Three papillary tumors as large as a grain of rice 
or a pea were found in his fossa navicularis, besides on panendoscopic examination, a small 
papillary tumor was found on the bulbous urethra. After he was treated with simple excision 
and electrofulguration of the tumors on the distal urethra, no tumors were found in his 
whole urethra on panendoscopy. He also experienced no recurrences of tumor to date. 
Histologic examinations of both cases revealed squamous papilloma of the urethra. There 
are a few reports of benign tumors of the male urethra in the Japanese literature. Of them, 
48 cases of urethral papilloma in male were collected and are reviewed herein. 








患者127歳,男 子,公 務 員
初診=1979年6月12日
主訴:排 尿 痛






















不 同や 一一f5Sに2核細 胞 も見 られ る(Fig.4).
以 上 よ り尿 道 乳頭 腫(悪 性 所 見 な し)と 診 断 され た.




主 訴=外 尿 道 口部 の腫 瘍 形 成
家 族 歴:特 記 す べ きこ とな し
既 往歴:特 記 す べ きこ と な し





























































内視 鏡 検査 所 見1膀 胱 鏡 検 査 で は 異常 所 見 な く,尿
道 鏡検 査 に お い て球 状 部 尿 道 の5時 の部 位 に1個 の有
茎性 乳頭 状 腫 瘍 を 認 め た(Fig.7).
以 上 の結 果 か ら,多 発 性 尿 道 腫 瘍 と診 断 し1980年5
月28日に入 院 した.
入 院時 検 査 成 績:血 沈;1時 間 値2mm,血 液 像;
赤血 球437×104/mm3,Hb14.Og/di,Ht42%,白
血球6,400/mm3,出血 時 間2分o秒,血 液 化 学;Na
151mEq/L,K4.8mEq/L,Cl109mEq/L,Ca
8.8mg/dl,Pi5.4mg/dl,尿酸3.5mg/dl,BuN
14.7mg/dl,クレア チ ニ ンo.8mg/dl,空腹 時血 糖
92mg/dl,肝機 能;GOT .13Karm.U,GPT6
Karm.U,尿所 見;蛋 白(一),糖(一),沈 渣,赤
血 球1/3視野,白 血 球11視野,上 皮(+),細 菌(一),
尿 細胞 診;・ ・パ ニ コ ロclassII,ECG;正常,レ ン
トゲ ン検 査;胸 部 撮 影,異 常 所 見 な し,尿 路 撮 影;
KUB,DIPで は異 常 所 見 な く,UCGで も陰影 欠損
はな く正 常 で あ った(Fig.8).
手術:6月4日 腰 麻 下 に,ま ず舟 状 窩 の腫 瘍 に 対 し
て切除 と電 気 凝 固 を 行 な い,次 い で 内視 鏡 で全 尿 道 を
十 分観 察 した が,そ の他 の 腫 瘍 は 見 られ なか った.球
状 部 尿道 の腫 瘍 は いず れ か の 内視 鏡 検査 操 作 時 に 脱7%
した もの と考 え られ た.


































男 子 尿 道 に 発 生す る良 性 腫 瘍 は 女子 のそ れ に 比 べ て
少 な い とい うこ とは,諸 家 の 報告 の通 りで あ る.ま た
男子 尿 道 良 性 腫瘍 の適 切 な 分類 が な され て い な い こ と
も諸 家 に よ り指摘 され て い る.最 近 で は甘 粕 ほ か1)の
述 べ る如 くCampbe11'sUrology2)やAFIP3)の分
類 が 一 般 的 に な って い る.
本 邦 にお け る男 子 尿道 良 性 腫 瘍 の 報告 例 集計 は 秋 元
ほか4)によ って な され て い るが,そ の うち乳 頭 腫 の み
に関 しては,内 倉5).秋元 ほ か4),重松 ほかE),甘 粕
ほか1)および 田 中 ほ か7)らに よ って 集 計 され 考 察 され
て い る.
今 回,著 者 は あ らため て男 子 尿 道 乳頭 腫 の本 邦 報 告
例 を,自 験 例 の2例 を 含め て48例集 計 し得 た.そ の集
計 に 当 って 取 捨選 択 に考 慮 を 払 った 数症 例 が あ る.ま
ず 八 木 ほ か8)の症 例 につ い て で あ る が,学 会 抄 録 と
discussionを参 照 す るに,今 回 の集 計 に 加 え る べ き
1例 とも考 え られ た が,診 断 が 尖 圭 コ ン ジ ロー マ と な
って い る の で除 外 した.し か し演 者 らが 述 べ て い る ご
と くsquamouspapillomaとintra-urethralcon-
dylomaacuminatumとの差 異 につ い て は 議 論 の余
地 が あ り混 同 して い る傾 向 もあ る ので 後 述 した い.
次 に 野中 ほか9)の症 例 は 尿道 憩 室 内に 発 生 した もの
で あ る し,永 井 ほ か10)の症 例 はmalignancyが強 く
疑 わ れ る との理 由 で 除 外 した,
Tablel.男子 尿 道 乳 頭 腫 本 邦 報 告 例
晦 報告者 愚者年度 年齢
腫煽の
















































































































































































































































































































































































































































































西 日 泌 尿,36:465,1974
日泌 尿会 誌,67:385,1976
〃,67:570,1976










甘 粕 ほか 原著1)か ら引 用











































































































排 尿 時 痛
腫 蕩 の 突 出
尿 道 出 血




会 陰 部 腫 瘤











































手 術 ・切 除 ・摘 除
TUR-P
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